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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、7つのβ-1,4-ガラクトシルトランスフェラーゼ（beta4GalT）遺伝子の1つです。これらの遺伝子は、供与基質であるUDP-ガラクトースに特異的に特異性を持つII型膜結合型糖タンパク質をコードしています。これらの遺伝子はすべて、β1,4結合したガラクトースを、同様の受容体糖（GlcNAc、Glc、Xyl）に転移します。それぞれのbeta4GalTは、異なる複合糖質および糖構造の生合成において、それぞれ異なる機能を有しています。II型膜タンパク質であるbeta4GalTは、タンパク質をゴルジ体へ誘導するN末端疎水性シグナル配列を有し、このシグナル配列は切断されずに膜貫通アンカーとして機能します。配列の類似性により、beta4GalT は beta4GalT1 と beta4GalT2、beta4GalT3 と beta4GalT4、beta4GalT5 と beta4GalT6、beta4GalT7 の 4 つのグループを形成します。この遺伝子は、ポリ N-アセトの最初の N-アセチルラクトサミン単位の合成に主に関与する可能性のある酵素をコードします。触媒活性:UDP-ガラクトース + N-アセチル-β-D-グルコサミニルグリコペプチド = UDP + β-D-ガラクトシル-(1->4)-N-アセチル-β-D-グルコサミニルグリコペプチド。,触媒活性:UDP-ガラクトース + N-アセチル-D-グルコサミン = UDP + N-アセチルラクトサミン。,補因子:マンガン。,機能:多くの糖タンパク質および糖脂質の炭水化物部分の複合型 N 結合型オリゴ糖の合成を担います。,オンライン情報:ベータ-1,4-ガラクトシルトランスフェラーゼ 3、オンライン情報:GlycoGene データベース、経路:タンパク質修飾;タンパク質グリコシル化。,類似性：グリコシルトランスフェラーゼ7ファミリーに属する。,細胞内局在：ゴルジ体トランスシステルナ。,組織特異性：様々な組織に存在。胎盤、前立腺、精巣、卵巣、腸管、筋肉、そして胎児脳で最も高い発現を示す。,
	研究分野
	N-グリカン生合成;ケラタン硫酸生合成;スフィンゴ糖脂質生合成;
	画像データ
	

	B4GALT3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	B4GALT3抗体を用いたJurkat細胞、HeLa細胞、HepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

